
二つの埋葬

- アンティゴネ像管見 -

丹下和彦

ポ リュネイケスは 2度埋葬 された. なぜ 2度埋葬 されたのか. 2度 目の埋

葬がアンティゴネの手 によるものであることは, まず確実である. しか し最

初の埋葬のほうは誰の手 によるものか, 劇 中に確 とは示 されていない. やは

りアンティゴネなのか. あるいは妹 のイス メネであろうか. それ ともそれ以

外の誰かなのであろうか. それに してもなぜ 2度の埋葬なのか.

ソポクレスの悲劇 『ア ンテ ィゴネ』で展開される悲劇的事件は, ポ リュネ

イケスの埋葬にその端 を発する. ポ リュネイケスは父オイデ ィプスの死後,

テーパイの覇権 をめ <+って兄エテオクレス と対立 し, 国を出てアルゴスに過

れていたのが, アル ゴス王ア ドラス トスの後援 を得て祖国テーパイに反攻す

る. テーパイ側はこれ を撃退するが, この とき王エテオクレスは攻撃軍 の七

将のひ とり弟のポ リュネイケスと刺 し違え, ともに果てる.

それが昨 日のことである.一夜明けた今朝テーパイの君王の地位にはふた

りの兄弟の叔父 クレオ ンが就 き,終主挽後の処理 に当っている. その最初 の仕

事がポ リュネイケス埋葬禁止令の布告であった. 兄エテオ クレスは祖国 を護

って戦 った末に発れたゆえに, 最大限の栄誉をもって葬送 の儀を執 り行 う,

しか し弟ポ リュネイケスは祖国に弓を引 いた逆賊ゆえに, 屍 は集れた まま放

置 し, 禽獣の餌食 となるに任せる, も しこれを埋葬 しようとする者があれば

誰にせ よ死罪をもって罰せ られる, というものである｡ この布告 をふた りの

→′兄弟の妹アンティゴネはいち早 く聞きつける.彼女 はこれ にどう対処 しよう

とするのか. ここか ら劇が始 まる.
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始 まると舞台 - 舞.台は王宮前の広場 と設定 されている - にはアンティ

ゴネ と, その妹 のイス メネが いる (プロロゴス). すでに兄ポ リュネイケス
/

の埋葬 を決心 しているアンテ ィゴネは, 任入れた情報 を妹 イスメネに漏 らし

た上で埋葬行為への協力 を依頼する(目 しか しイスメネは禁止令を破 るこ

とを恐れて協力 を渋る. 事は不首尾に終わる. アンティゴネは己ひ とりでも

実行することを言明 して舞台から去 ってゆ く. イスメネも舞台を去る.

テーパイの長老 たちか ら成 る合唱隊の入場 (パロ ドス)があったあ と, 吹

に舞台に登場するのは新 しくテーパイの王 となった クレオ ンである. 登場 し

たクレオンは, 改めてポ リュネイケスの埋葬禁止考厳 しく言 い渡 し,合唱隊

の長老 らに禁止令執行のための協力 を要請する. ところへ, 禁止令実行のた

めポ リュネイケスの屍の見張 りをしていた 当番兵が使者 となって王クレオ ン

に変事 出来 を注進 に及ぶ. 最初の当番兵が見張 りにつ くよ り前に, すでに誰

か屍 を埋葬 した者 があるというのである. ただ妙な ことに, あた りを掘 り起

こした跡もなく, 土を運んできた車の轍 の跡もないのに, 屍には薄 く砂がか

けられている. そ して野獣や野犬が荒 した痕跡も見えぬ. しか しとにか く誰

かが埋葬 した. これが第 1の埋葬である.

誰かが埋葬 した. ここでわれわれは直ちにアンテ ィゴネ を思い浮かべ るで

あろう. これは自然である. 先ほどのアンティゴネを知 っているのであるか

ら. だが 目撃者が いな い二･容疑は濃 いけれ ども確定はできない. ひ ょっとす

ると他の人間がや ったのかも しれな い. その可能性 はゼロではない. そ して

この疑惑 を増幅 させるものがひ とつある. このあとも う1度埋葬がなされ,

しかもそれがアンティゴネの手でなされる という事実である. このことは,

現行犯逮捕 された アンテ ィゴネを連れて先 ほどの番兵が再び登場 して くる第

2エペ イソデイオ ン (384ff.)で明かにされる.

第 1埋葬 の事実 を報告 したあと, 番兵 は再び部署に戻って見張 りについて

いた｡

そのまま何刻か経ちました. つ いに輝 く日輪が中空 にかか り, 照 りつける
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熱が上がってきました. と, そのとき突然大風が吹 いて, 大地か ら突風

を巻き上 げた‥‥ 略 ‥ ..しばらくしてこれがおさまると, そこにこの娘が

いて大声に泣 きわめ いていたのです‥‥略..‥そ してす ぐに乾 いた砂 を手

です くってきてかけ, 確かな鍛えの青銅の水差 しを高 くかかげて, <Llる

りぐるりと輪 を措きざま,都合三度供養 の水 を遺体 の上 に注ぎかけま した

(415-31).

これが第 2の埋葬である. なぜアンティゴネは兄ポ リュネイケスの埋葬 を

2回に分け, しかも時間を置 いて行 うという不 自然な ことをしたのか く2)

これがひとつの問題 やある. いや, それよ りも第 1の埋葬 は果 してアンティ

ゴネの手によるものだったのか. 2回に分けられた不 自然 さゆえに, 逆に第

1の埋葬はアンテ ィゴネ以外の者の手でな されたとも考え られるのではない

か. 第 1の埋葬がなされた時点では, それがアンテ ィゴネの手によるものと

考えるのは 自然な ことであった. しかし第 2の埋葬がアンテ ィゴネによって

なされたあ とでは, 第 1の埋葬の為手をアンティゴネ と特定することが逆 に

不 自然にな って くるのである. そこでまず, 第 1の埋葬の為手を特定するこ

とがわれわれの課題 となってこよう. 第 1の埋葬は果 して誰がや ったのか.

神がやった, という説がある. アダムズ, ファーガソン, マコール らがそ

う唱える(3). 確かに第 1の埋葬には神秘 に包 まれた ところ, 謎 め いた ところ

がある. まず 目撃者が いない. 当番兵が見張 りにつ く時間を見計 らったかの

ように, うまく間隙を縫 ってなされている. しかもその埋葬の様子が神秘的

である.

‥‥鶴塀 をふるった跡 も鍬 で掘 った跡もありません. 土 は乾 いて固 いもの

ですから砕けぬ まま, 轍の跡も残 っていず, 犯人 は何の痕跡も残 してお り
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ません ‥ ‥賂‥‥埋葬 された といいましても, 別 にお墓がつくられたわけ

ではな く, ただ積れ を払 うつも りなので しょう, 砂が軽 く上に撮 りかけら

れていただけだ ったのです (249-56),

ひ ょっとすると, これは人間以外のものの手でなされたのかも しれな い.

この疑惑を代表す るかのように,報告を側 らで開いていた合唱隊のテーパイ

の長老たち,世故 に長けた長老たちも, 次 のように言 う.

殿 よ, 最前か らずっと考えておるのですが, これはひ ょっとして神 さまの

なされた ことではあ ります まいか (278-79).

一瞬われわれもそうした気になる. しか しわれわれはまた思 い返す. これ

はあ くまで疑惑であって, 事実 とする必要はないのではな いか と. 確かに

このように神が劇 中の事件に介入する例 はギリシア悲劇には少な くな い(4)

しか しも しこれを神の仕業だ とすれば, これは阜うした例 の中でもかな り大

幅かつ具体 的な介入 ということになる. 単 に薄 く砂がかけ られているだけで

はな く ｢お供え｣ (247)まで してあるというのだか らくら). ただこのあとア

ンテ ィゴネは, クレオ ンの追求に対 し自己の行為を ｢書かれざる法 -神の

法｣に則ってのものと弁明す る, その弁明に, この神秘に満ちた第 1埋葬,

また合唱隊 の長老たちの言葉が強力な援護 の役を果たすことは確かである.

だがそのためにこの介入が事実である必要 はない. そうではないか, という

思惑だけで充分である. クレオンに対 してはその思惑だけで充分な圧力 とな

るのである. 逆 に, 事実神が介入 したとす ると, それはア ンティゴネにとっ

て強力な後楯 となるようでいて, 却 ってア ンティゴネその人の人間性 を阻害

することにな りは しないか. アンテ ィゴネもそこまでは求めないはずである.

これは人間界の出来事 として処理 されねばな らない.

今ひ とつ, これはイスメネがやった とす る説がある. ラ ウズが これ を唱え

る(6). これ は些か魅惑的な説である, イスメネという人物 は劇 中出番が少
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なく (そして前半 の 576行を最後 に姿を消 して しまう), 目立たないけれ ど

も注 目すべき人物 であることは間違 いない(7) も しイス メネがやった とす

れば, 彼女 はこの劇に大 きな役割 を持つ ことになる｡ ラウズはその証拠 とし

て次の 2行 を挙げる.

あの仕事, わた しがや りました (536).

罪 を犯 したという点では, わた したちふた りとも同罪ですわ (558),

いずれもイス メネの台詞である. 536行 の ｢あの仕事｣ とは, 第 1埋葬 を

指す. しか しこの行の後半には ｢も しも姉 さんがそれ を認 めてくださるなら

ば｣ との留保条件がつ いて いる (ラウズはこれをなぜか落 して議論 してい

る). この後半部 は, 単にイスメネの性格の優柔不断さを表すもの(8)では

な くて, む しろ姉への同情も しくは逆に己 を利するための欲から無実の罪を

買って出たもの と解 され はしないか. これがアンティゴネに否定 され拒絶さ

れると, 次 に彼女 はこう言うのである, ｢あなたがひ どい 日にあっていると

きにわた しもその苦 しみを頒ちあえるな らば, それはむ しろ嬉 しい限 りです

わ (540)｣ と. 558行 に言 う ｢罪｣ というのも, 第 1埋葬すなわち ｢人の

法｣ を犯 した罪 ともとれるが, また埋葬 を拒否することによって死者 に対す

る, あるいは ｢神 の法｣に対する罪 を犯 したともとり得るのである (9)

イスメネはなん とか してアンテ ィゴネを助けようとして第 1の埋葬 を した

のだ, とラウズは言 う, それならば最初か らアンティゴネの協力要請 に応え

て一緒 にやればよかった, と反論 されよう. そもそもプロロゴスに於 けるイ

スメネには, そのあとす ぐ埋葬へ と走るような様子 は微塵 もない. それでい

て埋葬 した とすれば, 観衆やわれわれにはその意外性が興味深 いが, そ うと

るのはイスメネ像への偏 向というべきであ り, またそこまでの変貌 を許せば,

それはギリシア悲劇のプロロゴスの役割 を些か逸脱す ることになろう. む し

ろイスメネのこの姿は, 1度 は乗 ることを拒否 した埋葬 という ｢バス｣ に,
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乗 り遅れた ことを後悔 してあわててあとを追 いかけている, というそんな図

式を努紫 とさせる.

今ひ とつ, も し第 1埋葬がイスメネの行為とすると, イスメネ像の劇中に

占める位置割合 は些少のものではな くなる. そ してその分だけアンテ ィゴネ

像の比重が下がることになる｡ 彼女 は妹 の行為 (埋葬 )を一切知 らぬ まま,

得々として ｢神の法｣ を説 くことになる｡ これは道化ではないか. それ とも

彼女 はすべて東知 の上で,妹 を救 うためにわざと邪優 にしている というのか.

これもまた興味 をそそ られる考察であるが, 果 して彼女はそれほ どまでに寛

容であろうか. 少なくともプロロゴスの姿 からはそのような彼女 は予想でき

ない. 彼女 らふた りの関係は, プロロゴスに於けるものがそのままこの第 2

エペイソデイオ ンにも持ち越 されている, と解するのが妥 当であろう.

イスメネは埋葬な どしなか った. 姉 と別れたあと, ひ とり館内で姉の身の

心配 をしていた. それだけである.

か くして, 第 1埋葬 の為手 はどうや ら神 でもなくイスメネでもないようで

ある. となるとアンテ ィゴネ 自身がやった公算が大きくなる. プロロゴスで

の妹 イスメネとの遣 り取 りを聞いたわれわれには‥ それが いちばん 自然に.忠

われる. その上われわれは, 彼女 自身そのことを認めた という情報 を実は得

ているのである｡

さっそくにわれ らは, 前後 2回にわたる不時な行 いを問い質 してみました.

するとこの女, 一切 を否定せず, 認めま した (傍点筆者 ) (434-35).

これは番兵の報告の一節である. そ して これ を聞 いたクレオンが直接 アン

ティゴネに問い質す と, 彼女 はきっぱ りと答える, ｢やった と申し上げます.

や らなかった とは申しませぬ (443)｣ と. ｢前後 2回の不時な行 い｣ (原

文を直訳すれば ｢前の行為と今度の行為｣)とはもちろんふたつの埋葬行為

を示す. アンテ ィゴネは ｢前 の行為｣すなわち第 1埋葬も 自分がやった と確

認 しているのである (これを, 上 に述べた ような妹 をかばうための嘘 ととる
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のはやはり苦 しいのではないか). 番兵の報告だけではな い. 彼女 自身も 口

を添えてクレオ ンの前 で確認 している｡ これ以上に確実な ことはないであろ

う.

今ひ とつ, 彼女の行為であることを示唆する箇処 を挙げておこう｡ 上の番

兵の報告の少 し前の処 に次のような件がある.

娘はむき出しにされた遺体 を見て嘆きのたけを声高にあげ, またそんなひ

どいことをした者 らに向けて呪阻の言葉 を吐いた (426-28)｡

第 1の埋葬をクレオ ンに報告 した番兵は, クレオ ンの厳命で再び見張 りの

部署に戻 り, 屍にかけ られた砂 を取 り払 う. 上の引用は, 第 2の埋葬 に現れ

たアンティゴネがそれを見た時の状況措写である. ここには第 1の埋葬 を為

した者にしか言えぬ言葉, できぬ行動が描写されている. かけた砂が取 り払

われて屍がむき出 しにされた ことを怒 り得 るのは,前 には砂がかけられてい

たことを知 っていた者, すなわち砂 をかけた当人だけのはずである. 彼女は

自分･の為た (弟 1)埋葬行為が無 にされたのを発見 して怒 ったのである.

か くして, 第 1の埋葬 も第 芦のそれもア ンテ ィゴネの仕業 ということにな

る(川). ではなぜ彼女 は 2度も埋葬行為 を したのか.

Ⅲ

ジェブはこれを, 第 1の埋葬で仕残 した ｢選集の儀 ｣を取 り行 うことによ

って埋葬の儀式の完壁 を期すため と考えた く1日. た しかに第 1の埋葬では屍

に軽 く砂をかけた程度であったのが, 第 2の埋葬では, 彼女 は ｢確かな鍛え

の青銅の水差 しを高 くかかげて, ぐるりぐるりと輪 を措きざま都合三度供養

の水 を遺体 の上に注ぎか け (430-31)｣て,濯臭の儀式を行っている.

しか しこの濯真 の儀 は, 埋葬の儀式に必ず しも必要不可欠のものと考えるメ

必要はない. 兄ポ リュネイケスの慰霊のための儀式は, 第 1埋葬だけでも充
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分であるとも言えるのである｡ そもそも第 1埋葬 自体がすでに "象徴 的埋

葬"となっている. プロロゴスでアンティゴネが妹 に依頼 したのは, ｢屍を

一緒 に手で持ち上 げて kGphieis(43)｣運び, 他の適当な場所 に埋葬する

ことであった 日 2)｡ それ を拒否されたため埋葬は現場で済 まさなければなら

なくなる. つまり埋葬 は仮の, 象徴的埋葬にならざるを得ないのである.

ならばそれ は 1回でよいはずである (象徴 的行為が何度もあることはおか し

い). 儀式 はこれで終わった と見るべきであろう.

しか し今,仮 に ｢浮袋｣が必要不可欠であるとしよう. な らばなぜア ンテ

ィゴネは第 1埋葬の折 にそれ を用意 しなか ったのか (13). 忘れたのか. それ

にしては忘れ物 を取って帰ってくる第 2埋葬まで, 時間がかか り過ぎよう.

またアンテ ィゴネは忘れ物 を しても, ソポ クレスが忘れ物 をすることはない
LfI+I

はずである. 作者 はわざと忘れ物 をさせたのである. そう考えなければなら

ない. キ トーが言 うのがそれである. アンティゴネはなぜ戻 ってきたか, と

問うてはな らない, 作者 はなぜアンティゴネを再び兄の屍 の処 まで戻 したの

か, と問うのが正 しいと(14). 2度の埋葬 は作者ソポクレスが意図 したもの

であった. その理 由は何か. なぜ 2度か. また, 第 1, 第 2それぞれの埋葬

の持つ意味 は何か.

われわれ は, 作者の意図に沿 うべ く, この 2度の埋葬の意味を劇全体 との

関連の中で探 らぬばな らない. まず, 第 1埋葬の持つ意味 は何か｡ それ を探

るには登場人物 にそれが与えた影響 を量 るのがひ とつの方法である.

ク レオンの場合から始めよう.

第 1埋葬 の報告 を受けたとき, クレオ ンは激怒 した (280ff｡). 革命が無

祝され, 己の権威が蔑 ろにされたか らである. そもそもあのような禁令 を布

告 した彼の政治的立場の基本 は次のように言われている.

それに自分の祖国よ り身内の者 を大切 と考えるような輩 をば, わた しは軽

蔑す る. わた しには, すべてをみそなわす神ゼ ウスもご照覧あれ, 安寧 に

代わって市民 らに忍び寄 る破滅 を黙って見過 ごしはできな いし, また祖国
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に仇 なす輩を同朋 とみなす こともできな い, それは, われ らを救 うのはこ

の国であること, そ してこの国 という船 に乗 り合わせて蒜なく航海 してこ

そ, われ らは本 当の同朋 をみつけだせる ということを承知 して いるか らだ

(182-90). .

これは為政者たるにふ さわ しい態度, つ まり私よ りも公, まず国事行為を

最優先 させる立場 である. ゆえに祖国に仇 なす輩ポ リュネイケスは徹底的に

弾圧 されねばな らない. 彼のこの態度は頑なである. ｢ひ ょっとして これ

(埋葬行為)は, 神のなされた ことではな いか｣と合唱隊が言うときも, そ

んなはずはないと彼は激怒 して否定する, ｢それ とも神さま方は悪人 どもを

姦 し給 うとでもいうのか. そんな ことはあるはずがな い (288-89)｣ と日 5)

しか し以上はあ くまで公式の立場表明, いわば建前であって, その裏 には

現実的 また私的な事情が潜んでいる. 予期せぬ事態の発生 によって計 らずも

王位 に就 いた彼は, 政権基盤の弱 さに対す る不安 と気負いか ら, 埋葬報告に

対 し過剰に, しかも本筋 をはずれた反応 をすることになる, ｢だが市民 らは

この件では最初か らあまり従 う気がのうて, わた しに隠れてぶつぶつ言うて

おった. 頭 を横 に振って, 言 うことを聞いて鯛にちゃんと首 を入れずにな.

あれは, そ ういった輩か ら見張 りの者 らが鼻薬 misthosをきかされてやっ

た仕業だ, わた しにはちゃんとわかっている (289-94)｣ と.

ここには, 政権争 いに絡んでの人間の金銭欲 という極めて現実的な, また

それだけ次元の低 い理 由付けが登場 して くる. こうした彼の現実的なものの

見方は以後も変わ らな い｡ いやむ しろそれ は益 々需呈 されて くると言ったほ

うがよいかもしれない 日 6). 彼が第 1埋葬 を自らの主権への重大な侵害 とみ

て, これを敵視す るのは正 しい. しか しそこには私的かつ現実的感覚が加わ

って, その態度 を屈折 Lより硬化 したもの とさせている. この少 しあ と, ク

レオンはアンテ ィゴネ と直接対峠す ることになるが,,その時 ｢神 の法｣で武

装 したアンティゴネに対するクレオンの姿 は, 決 して単なる "人の法の権
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化"ではな い. それは, いま上で述べたようなさまざまの現実感覚が絡み込

んだより複雑なものとなっている. そ して こうした夜雑化 したクレオ ン像 を

作 り出 した, あるいは発き出 したのは, 第 1埋葬につ いての番兵の報告であ

った. 建前だけでは量れぬ, 屈折 し複雑化 した彼の暗･部を別決せ しめた こと,

しかもアンティゴネ との対.決前にそうせ しめた こと, これが劇中での欝 1埋

葬存在のひ とつの役割であ り, 効用であったのである.

さて, 第 1埋葬 の存在 とその報告は, 合唱隊に対 しても大きな影響 を与え

る.

すでに述べたように, 報告 を聞 いた合唱隊は, それは神 の仕業ではないか

と反応する (278-79)｡ そ してこれ を聞 いたクレオ ンがその怒 りを増幅 させ

ることになる. したが って, それは合唱隊への影響 というよ りは,合唱隊 を

介 してのクレオ ンへの影響 と言うべきであろう. しかもテーパイの長老 たち

から成 る合唱隊の意見 は, 凡そ市民一般 の公約数的意見 とみてよい. それに

クレオ ンは反発す る. この反発が, 今後 ク レオ ンをよ り一層依借地にさせ,

その立場を孤立 させてゆ く恐れは充分にある. 事実, のちにアンティゴネ と

対略 したクレオ ンは, この合唱隊の言葉か ら吹き込 まれた先入観 ゆえに, ア

ンテ ィゴネの唱える ｢神 の法｣を絶対認 めようとしな い. その意味で, この

合唱隊の一語は劇 の展開に重要な一石を投ずるもの と言ってよいであろう.

さらにこの合唱隊の一語は観客 にも少なか らぬ影響 を及ぼす. すでにプロ

ロゴスを見ている観客 は,-第 1埋葬 の犯人 がアンテ ィゴネであることを知 っ

ている. 日車 したわけではな いが, 極めて蓋然性の高 い推測 としてである.

だが この合唱隊の一語にはその蓋然性を一瞬揺 るがす力がある. ｢ひ ょっと

すると‥‥ ｣ という思 いが観客の胸中に頭 をもたげる. これは少 しあ とにア

ンテ ィゴネ 自身の告白によって否定 されるが, 一瞬浮かんだ この思 いは, 完

全に払拭されぬ ままのちのち まで残 ってゆ く, それ は, アンティゴネの主張

する ｢神の法｣ と微妙 に結びついて, 観客 の心 にア ンティゴネ像肯定の印象

を強 く刻みつけるという結果 を生む ことになるのである.

ところで, この第 1埋葬はイスメネにも何 らかの衝撃 を与えたはずである｡
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ア ンティゴネか ら埋葬協力 を依頼 された折, 彼女 はこれ を拒絶 した. そ し

てこう言って姉 と別れた, ｢おできになるならどうぞ. でもその気はあって

もどうにもな らな いわ (90)｣ と. それが ｢できた｣. その報に接 した とき

彼女 は何を思ったであろうか. 第 2の埋葬がなされ, 達挿されたア ンティ

ゴネ と再会するまでの間, イスメネの消息は不明である｡ ただ これよ り前

に,彼女は館の中で狂乱状態 にあったことが知 られている. クレオンが言 う,

｢あの娘も ここへ呼んで こい. 館内でた しかに見かけたぞ. 狂いたって, 気

の赴 くまま, どうにもな らん様子だった (49ト92)｣ と. この狂乱は何 を語

るのか.姉の身の上の心配か, または嫉妬か, あるいは英雄的行為に乗 りそ

こね, あとに残 された者の焦慮か. 何も書かれていないゆえに, 正確な とこ

ろは不明である. ただ, この ｢狂乱｣が第 1埋葬の結果のひ とつであること

だけは確かであろう.

最後に, この第 1埋葬が大 きく影響するはずの人物がいる. ア ンテ ィゴネ

自身である. アンティゴネの場合 はどうか.

Ⅳ

第 1の埋葬はア ンテ ィゴネ 自身 に とって どのような意味 を持つのか.

プロロゴスに於 いて協力要諦 を妹 に断わ られたアンティゴネは, 憤然 とし

て舞台 をあ とにす る (93f｡). そのあと彼女はひ とりで埋葬に出掛けた く17)

時刻 は夜明け直後. 偶 々 (あるいは狙った とお りか)見張 り番の到着前 で,

無警戒であった. 彼女 は誰に沓め られることもなく屍 に近づき, 埋葬 を済ま

す ことができた. ただ屍 に砂 を薄 くかけただけの, 簡単な型 どお りの埋葬で

あった. そ して埋葬後, 恐 らくはあまり時間をおかず彼女 は戻ってきて いる｡

番兵 にみつからなかったのであるか ら. 時間にそう余裕があったはず はない｡

故意か偶然かはわからぬが, とにか く彼女 は埋葬後あまり時間をおかず に,

そ して番兵 にみつかることな く戻 ってきた. このことは何 を意味するであろ

うか.
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忘れ物を した という説がある. なるほ ど, のちの第 2埋葬時には, この時

忘れた とされる ｢濯負 の儀｣が行われて いる. そのための道具を取 りに戻っ

た, そ してまた出掛けた (第 2埋葬) - そうも考 え られる. しか し忘れ物

を取 ってまた埋葬場所へ戻 ってくるのに, あまりに時間がかか りすぎている

(夜明け直後か ら正午頃 まで). いやそれ より ｢忘れ物｣ という些か 日常的

にすぎる次元の現象でもって彼女の行動 を規定するのは, この場合ち ょっと

そぐわないのではないか. 今少し彼女の心理に即 して考えるべきではな いの

か. 彼女は 自らの意志 で出掛 けてゆき, そ して 自らの意志で戻ってきた. そ

れは, ｢忘れ物｣ というような外的要因に拠るものではな く, 内的な意志あ

るいは衝動 に拠 るものであったと考 えた い.彼女はこの行為が死罪に相 当す

るものであることは先刻東知 している. そ していざとなれば死ぬ覚悟 もでき

ている. それは本望である とも言 っている (95ff.). その彼女が戻 ってき

た. 忘れ物 をしたか ら? な ん とうまい口実, また長閑な 口実であろう. 今

はもう正式な埋葬が不可能な事態 であることは, 管 (われわれも含めて)が

承知 しているところである｡ 象徴 としてであれ, 今 は埋葬行為を行 うことに

こそ意味がある. 濯臭の儀の有無 は問うところではない (第 2埋葬で濯隻が

行われるのは, あれは逮捕のための形式づ くりに外な らな い). それにまた

｢忘れ物｣ はアンティゴネの人間性 を却 って定めることにな りは しないか.

現場へ着 いた とき番兵が いなかったのは全 くの偶然 としよう. そこまで彼女

に故意 を要求 しな くともよい. 偶然性はまた演劇の一大要素である. しか し

番兵の居ぬ まに埋葬を済 ませ, みつか らぬ まま戻って くる ところまで偶然で

ありうるだろうか. みつか らずに戻 るという点には意志が働 いているとみな

すほうが意味があるのではな いか.

彼女 は恐 くなったのだ. これでいい. だから番兵が到着する前 に早 々に戻

ってきた. も し死の覚悟が不変な らば, 彼女はそのままそ こに残 って, やが

てやってくる番兵 に逮捕 され てもよかった はずである.逮捕 されて, 己の行

為の高貴なることをアピールすることができたはずである｡ だがそうせずに

戻ってきた. 恐か ったか ら. 彼女 は, 自分 でやった埋葬行為の結果恐怖 を得
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たのである 日 8)

これ には異論があるかも しれない. プロロゴスでの彼女 は, 兄の埋葬 に関

して死も辞 さぬ熱意 と決意 とを表明 していたか らである. その姿 と今の ｢恐

怖｣ とは相容れぬ と考 え られよう. しか しわれわれは, いつの彼女も兄弟愛

に燃え, ｢神の法｣に殉死す る英雄的女性 であると考える必要があろうか.

プロロゴスで見せた強 いアンティゴネは彼女の一側面 にす ぎぬ, とは考 えら

れぬであろうか. も しも強いアンティゴネならば 2回も埋葬 は要 らぬはずや

あり, もっと違 った劇構成が考え られるはずである. 但 し 1回 目の埋葬 を神

の行為 とみなすな ら別である. 神意の強調 のため第 1埋葬が企 まれた と考え

ればよい. しか しわれわれは第 1埋葬もア ンテ ィゴネによると考 えた. とす

ると, このアンティゴネはただ強 いだけのアンティゴネではない. 見張 りの

目を逃げて戻ってきたアンテ ィゴネである. だからといって しか しわれわれ

はこの姿 を非難するのではな い. 自然な姿 として受け容れ るのである.

埋葬 を終 えて館へ戻 ってきた (はずの)アンティゴネは, その後 どうした

か.不明である. それについての情報は-切な い. 館にいたかどうかも不明

である(19). このあとわれわれが彼女につ いての情報 に接するのは, 番兵の

第 2回 目の報告の中で第 2の埋葬 に現れた彼女 の姿が触れ られた ときである.

そこで彼女 は正午頃再び屍の現場 に姿を現 し, 濯隻の儀を行 って いる. この

間約 5- 6時間が経過 している. もちろん ｢忘れ物｣を取 って帰 って くるに

は長すぎる. この 5- 6時間は, 一見まったくの空 白時間である. それ は何

も告げてくれな い. だが この時間の終わ りにアンティゴネが再び登場 してく

ることによって, それは単なる空 白時間ではな くな り, ひ とつの意味 を帯び

たものと化す. 第 1埋葬 から戻ってきたア ンティゴネが次の第 2埋葬へ 出掛

けてゆく, その準備時間 となるのである.

第 1の埋葬か ら彼女 は恐怖 を得て戻って くる. そ して館の どこかにうず く

まりながら, 今一度死の決心 をして彼女 は出てゆく (いわば満腔 の意 を込め

て作者が送 り出す). その間の長 い時間は, 死 をもう 1度決心 し直すための

時間だ とも言える. したがって, 第 1埋葬 と第 2埋葬 とは決 して同 じものの
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繰 り返 しではな い. 両者は相異なるものである. それは単に ｢濯隻の儀 ｣ の

有無の問題 ではな い.埋葬を行うアンテ ィゴネがすでに同一の人 ではな いか

らである.

アンティゴネにとって,弟 1の埋葬は純粋に死者 の霊を慰めるための儀式

であった (74,75). しかも死者 は兄である. いわばごく内輪の慰霊行為で

ある (45)｡ そ してそ こには,禁令 を知 り-, それに驚き反発 し, 取るものも

取 りあえず駆けつけた という, 切迫 した面がある.

一方, 第 2の埋葬は, 充分 に計画 された と言 って語弊があるな ら, 充分に

覚悟の上でなされたものと言 うことができる. 番兵の見茨 っているなか, 逮

輪 と死 を衆知で出てゆくのである. ゆえに逮捕 されたあとも ｢彼女は何 ら臆

するところもみせぬ (433)｣ のである. 今度 は彼女 は (第 1埋葬のように)

埋葬す るだけではな く, 埋葬 を問題化することに意義 を見 出す. そのための

理論武装もする. それが ｢神 の法｣である. いわゆる埋葬 は, 済んだ. 慰霊
ヽ

の儀式は終わっ たのである. 今度 はその埋葬の是非 をクレオ ンとの間で問題

化す ること, 第 2埋葬 の最大の意義 はそこにある. そのために彼女は死を賭

して出掛けてゆく. む しろ逮捕され死刑 を受けるために出掛 けると言ってよ

い. そこに彼女 は己を賭ける｡ 長 い空 白時間はそのための準備期間であった

のだ. 長時間にな らざるを得ないはずである.

ただもうひ とつ別に, 彼女が恐怖 を克服 して第 2の埋葬 に出掛 けてゆく理

由がある. それは,埋葬 による名声の獲得 と死 による現世の苦労か らの脱出

のためである｡ 彼女は ｢寿命の尽 きる前 に死んでも, それはわが身の利得

kerdos(462)｣, ｢わた しのように無数 の禍 いにまみれて生きて いる者 は,_ヽ､

死んだほうが得 kerdos(464)｣ と言い, そ して ｢あれ以上にわた し, 世間

のおひ とか らよくやった と噂 kleosされるような, どんなことがあ りまし

て, お兄さまのお弄 いをしてあげること以上に (502-04)｣ と言 う. 彼女は,

｢神の法｣遵守 という高遠な理由だけで第 2埋葬に出掛けたのではない. 早

なる ヒロイズムだけではない. そこには現実的な理 由も介在 しているのであ

る(28). む しろこうした現実的な理 由こそが ｢神の法｣の主張を強力 にバ ッ
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ク ･アップ していると言えるのではないか. 第 2埋葬へ実際 に出てゆか しめ

たのはこの現実的な理 由のほうかも しれな いのである. そ してこれはまた決

して彼女の人間性 を損 うものではな い. 生身の人間 として当然の ことなので

ある. これもまたあの長 い空 自の時間のなかで, 次第に彼女 の心 中に頭 をも

たげてき固 まってきたものであろう.

このように見て くると, 第 1埋葬 と第 2埋葬 とはその意味が全 く違 うもの

のように見える｡ 第 1埋葬は純粋 に死者 を慰めるための儀式である. 第 2埋

葬は, 埋葬 という行為 を現世での問題 と化すため, そ して己が死ぬための儀

式あるいは手続 きである. 第 1埋葬でア ンティゴネは兄の霊 を慰 める儀式を

済ませた. 第 2埋葬は, 彼女はむ しろ自分 のために出掛けてゆくのである.

埋葬行為の意味 を問題化 し, そ して今度 こそ死ぬために出掛 けてゆくのであ

る.

先 にわれわれは, なぜ埋葬が 2度 も行われなければならなかったか, とい

う問 いを提 出しておいた. ｢神の法｣と ｢人の法｣ との対立 というテーマを

展開するためであれば, 1回の埋葬 (この場合第 2の埋葬)で充分 ことた り

るはずだか らである. ゆえに余計な (と思 われ る)第 1の埋葬の意味が問わ

れ, その行為者の名が詮索 されることにな った. 上 に述べたように, われわ

れはその行為者 をアンテ ィゴネとした. そ してその第 1の埋葬の存在がアン

ティゴネに与えた影響 を見ようとした. もちろん, この第 1埋葬がアンティ

ゴネのみな らず クレオ ンに与えた影響も看過できな い. それは `̀神が したか

も しれぬ" という謎めいた神秘性 を帯びる ことによって, ｢神の法｣ と ｢人

の法｣ との対立の図式の中で ｢神の法｣を主張するア ンテ ィゴネに強力な援

護力 とな り, それが また クレオンの心理 を大き く圧迫することになるか らで

ある. しか しそれ と同時に, この第 1埋葬 の存在は (もちろんそれだけでな

く第 2埋葬 と関連することによって)アンティゴネ という人物の性格 の幅を
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広げ, 深み を増すのに大きな働きを して いると言い得るのである.

最初か らアンティゴネが神の定めた永遠 の淀 に殉ず る英雄的女性であると

するのは教条的に過ぎよう. クレオ ンが, 最初の触れ こみ と裏腹 に事態の推

移 とともに馬脚 を露わ し, 正 当な意味での独裁君主 としての姿す ら維持でき

なかったの と同様 に, アンテ ィゴネも硬軟織 り交ぜた複雑な相貌 を見せる.

われわれはプロロゴスでのアンテ ィゴネ, また第 2埋葬後 クレオンと対略 し

また イスメネと対略 した ときの彼女の強 い姿勢 に気 を奪われすぎるきらいが

あるのではないか. いずれも舞台上にあって強烈な印象を残すか らである.

しか し第 1埋葬 にまつわる彼女の行動に, われわれはその弱い一面を見た.

ふたつの埋葬の間にはさまる空 白の時間, そして舞台裏に隠れている彼女の

姿 に, われわれはそれ を推測 したのである. だがこのもうひ とつの彼女の姿

は, いつも舞台裏 の推測の領域にばか りあるのではな い. 表舞台 に立 った と

きの彼女もそうした一面 を示 さぬわけではないのである.806行以下の第 4

エペイソデ イオ ン, アンティゴネ嘆 きの場 を一例に挙げよ う. 死刑は免れた

ものの, ほぼそれ と等 しい罰, 洞窟内の牢獄に幽閉 との宣告をうけて引き立

てられてゆ く彼女が, これを最後 と嘆きの歌をうた う. その一節 に, ｢わた

しはこうして手 を取 られ連れてゆかれます. 婚礼の歌 も聞かず,嫁ぎゆけぬ

身のまま, 人の嫁 とな り子の母 となる喜び も得 られぬままに (916-18)｣ と

ある. また .｢ああ, お兄さま, あなたは不幸な結婚 をな さったあげ くに命

を落 し, そ してまだ生きているこJのわた しを滅ぼ して しまったのです (869-

71)｣, さらに ｢わた しは地下に降 りてゆくのだ, 定 められた寿命をまだ充

分消化も し尽 さぬ うちに (896)｣ とうたわれる. ｢寿命 の尽きる前 に死ん

でも, それはわが身の利得 (462)｣ と言 い切 り, あれほ ど埋葬 と死に固執

した彼女が, 死 を前に してこう歌 うのである.

またかの有名な 905行以下 のアンティゴネの台詞 を挙げよう. そ こで彼

女は, 自分が埋葬 に固執 した理由はごく私的な ところにあったことを明かす.

すなわち, 子供や夫を亡 くした場合 は市民 の反対を押 して まで埋葬す ること

はしなかったろう, 子供や夫 は代替がき くから. だが両親がすでに死んでい

- 16-



る今, 兄弟の代替 はも うきかぬ, つ まりかけがえのな い兄ゆえに埋葬 に固執

した というのである. これは, 先に主張 された ｢神の法｣の無差別の絶対性

(450ff.)とどれほど懸け健れていることであろう. ｢神 の法｣というのは,

兄への特別な感情 を公式化す るための便法 に外ならなかった ことになる. そ

れは人間愛を標傍する高湛なテーゼ (｢愛 を領 けあう symphilein(523)｣)

ではなかったことになる. か くしてアンテ ィゴネ像 の純粋性 を保 ちた い向き

はこの台詞に驚きうろたえ, この箇所 (904-20)を後代の挿入 として削除ま

で考える(2日 . しか しわれわれは驚かない. 削除も しない. 第 1埋葬後逃げ

戻ってきたあのア ンテ ィゴネの姿 を知っているからであ早･ 劇中一貫 してい

るのは強いアンテ ィゴネ像ではな い. 強弱ふたつの相貌を持つア ンテ ィゴネ

像が一貫 しているのである.

そのことは, 彼女 を見 る第三者の眼が必ず しも一定 して いないことか らも

窺える. ふつう主人公 の与党的立場 にある合唱隊も, 本籍 に於 いては必ず し

もアンティゴネに優 しくない. 第 2埋葬後遺挿 されてクレオ ンと対決す るア

ンテ ィゴネを評 して, ｢この娘の気性 ときた らまさに父親譲 り, きつ いもの

だ.辛 い目に逢 うても屈することを知 らぬ (471-72)｣と言 うしく22), また

嘆きの場のこの彼女に対 しては, ｢娘御 よ, あなた はあた ら蛮勇 をふ るった

がために正義のいと高 き官居 に激 しく突き当た り, そうしてお父上以来の罪

の償 いをいま果たされるのだ (853-56)｣, ｢でもあなた を滅ぼ したのは,

結局 自分勝手な怒 りにす ぎませぬ (872-75)｣と痛烈な言葉 を投 げつける.

そもそも禁令を犯 して埋葬すること自体が, 彼 らにとっては ｢愚かな行為

mopros(220)｣なのである.

一方, 彼女の婚約者ハ イモ ンが市 中の噂 として紹介するのは, これ と相反

するものである. 市民 らはアンテ ィゴネの ことを ｢あれほ ど立派な世 に請わ

れて然 るべき仕事 をしたのに, 全女性のうちでもいちばんひ どい悪女 として

死んでゆく (694-95)｣, ｢こ.水は どの人間が至高の名誉 に価せぬと, 果 し

て言えるで しょうか (699)｣と噂 しているというのである.

アンティゴネ 白身も, ク レオンとの対決場面では, 己が行動 に市民 らも
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賛成 している, ただあなた (クレオ ン) を滞 って 口をつ ぐんでいるだけだ

(504-05), 合唱隊だってそうだ (509)と強気に主張する. その一方で,

しか し嘆きの場では, 死んだのが兄でな く子供や夫であった場合 は市民 の意

向に反 してまで こんな苦労を引き受けは しなかったろう (905-07)と言 って

いる. あたかも 自分の行為に眉を しかめる市民の存在 を認 めているかの如 く

に. それよ りもまず彼女は, 埋葬 という己の行為 を ｢愚かで無分別なもの

dysb正lia(95)｣ と自ら規定 しているのである｡

つ まり彼女の行為に対する第三者の反応 も一定 してはいないし, また彼女
l

白身, 己の行為に最後 まで自信があるわけでもないのであ る. 彼女の姿 は内

も外も不安定に揺れている. 彼女 は決 して ｢神の法｣の権化ではない. 兄の

埋葬 には, ｢神 の法｣ という大義名分のみならず己の利得 も関係 していたこ

とは, 前章末尾 に言及 しておいた とおりである.

Ⅵ

こうした不安定なアンティゴネの心 を, しか し揺れなが らも一本突き抜 け

るものがある. それは彼女の死への意志 である. すでにプロロゴスで彼女 は

3度死への覚悟 をロにす る (72,73,97) (23). しか しこれは 1度挫折 しな

ければならない. それはすでに見たように, 第 1埋葬 の折突然彼女 を襲 った

恐怖 ゆえである. プロロゴスで言明 した とお りに兄 を埋葬 して立派に死ぬこ

とは, ようしなかった. それが本望だったのにである. しか し彼女は再び死

奪節心 して第 2埋葬に赴 く･ 以後その決心 は揺 らぎつつも変わらない･ 第 2

埋葬後 イスメネ と再び対略 した彼女 は, 一緒に死なせてくれ と頼むイス メネ

を拒否 して言う, ｢だってあなたは生きる速を,私のほうは死ぬ途を択んだ

のですもの (555)｣と.

今や彼女 の願 いは死ぬ ことだけである. しかも早急な死 を彼女 は願 う.

Ant｡:わた しを捕まえて殺す以上 に, 何 かもっとひ どいことをお望 みです
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の.

Kr.:いや,何も望んでお らぬ. それだけやれば万事終わ りだ.

Ant∴ ではなぜ梼蕗 な さるのです.

(497-99)､

埋葬禁止令を犯せば石子詰めの刑で殺 されるはずであった (36). それを

クレオ ンは蹄拷す る｡ 犯人 を捕まえてみれば身内 (痩)であったせ いか (24).

身内でも容赦はせぬと断言 した (183)はずであったが. 息子ハ イモ ンの説

得 と抗議のせいか. 第 3スタシモ ンのこのハイモンと対暗する場面のあ と,

クレオ ンは刑罰の変更 を行 う. 石子詰めに代えて, 洞窟内の牢獄 に命果てる

まで僅かな食糧 を添えて閉 じ込めるというのである (773ff.). この変更の

持つ意味は小さくない. これは, 舞台に登場以来順次露呈 されてきた ク レオ

ンの政治家 としての器量不足の一端 (性格 の弱 さ)を示すものと見ることも

できよう. また別の見方 をすれば, これはアンティゴネの, その死によって

一挙に上がる市民からの同情 と名声 とを阻止す るための手段 とも考え られる,

公開の場で時間を置かず に処刑することをせず, 幽閉 して徐々に殺す という

方法 は, ア ンティゴネその人,.その生前の行為 を風化 させ るに効力があるか

らである. とすれば, 彼 はなかなかの政治家 ということになる. 彼女 を掌中

に握 ったことになる.

クレオンがどう考 えたか, いずれにせよこの刑罰の変更がアンティゴネに

与えた影響 は大きい. 捨て身の死によって こそ得 られる, 彼 らふた りの対立

の主導権が相手 に移って しまう. それを取 り戻 さぬばならぬ. そ して名誉あ

る死を得なければな らぬ. このまま幽閉され生き晒 しになることはとうてい

青 い得ない. 兄の埋葬 をすることは死ぬことであった. 埋葬の向こうに死が

控えているからこそ彼女 は埋葬 したのである｡ それが この劇の最初か らの取

り決め, 約束であった. 埋葬ののちの大団円な どあ り得べか らざることであ

るく25). その辻硬が合 わない. 辻凄合わせ をしなければな らない｡ それが 自

殺である. 刑罰の変更軌 実にこの 自殺への伏線であった. そ してこの 自殺
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によって, ようや く彼女 は己の行為に一貫性 をもた らすことになると同時に,

クレオンとの主導権争 いに勝利するのである. 自殺 は, 最初共同体の法の将

外に出て死 を覚悟 の上で兄を埋葬することを決意 したあの彼女の姿の, 少 し

く廻 り道を した上での, しか しまた当然の帰結である.

だがなぜ彼女 は死に急 いだのか. つま りなぜ埋葬 を しようとしたのか. 兄

ポ リュネイケスへの愛 のゆえか. いや, ごく普通の死者の霊 を示巳る敬度な感

情のゆえか. しか し子供や夫が死んだ場合 は市民の反感を買って まで埋葬は

しないと明言され る. とすればやは りポ リュネイケスへの特別な感情 のゆえ

なのか. しか しこの兄妹ふた りの関係は今ひ とつ不明である. 生前のポ リュ

ネイケスに対す るアンティゴネの感情は一切明 らかにされぬ ままである. 死

せるポ リュネイケスに対するアンティゴネの打ち込 みようは,単なる兄妹愛

を越 えて近親相姦 的な愛す ら感 じさせるほ ど異常に強 い. しかもそれでいて

そこにはなぜか優 しさが感 じられない.婚約者ハイモ ンに対 して冷淡 である

と同様 に, 兄に対 しても彼女 はその言葉か ら予想されそうな優 しさは, 実は

持ち合わせていな い. 少なくともそれが感 じられな い. 死 を賭 しての埋葬行

為こそ愛の証ではないか, と彼女か ら反論 されそうである. しか しそうだろ

うか. 彼女が言 う愛 とは, む しろ兄への愛 に名 を誇 りた自己愛ではないか.

死者への面巳リに名 を潜 りた己の死の準備ではないか.

劇の冒頭か らしてすでに アンティゴネの言葉には己の出生への鈴持 (37-

38, また 940-43)と, 己の家系でも傍系か ら思いがけず王位に登った新国

王クレオン に対す る反発と皮肉 (31-32,48)が盛 られて いる (26). ここに

はあの ｢神 の法｣の無差別の絶対性 を主張するアンテ ィゴネ とは別のアンテ

ィゴネがいることが知 られるのである.

同時に ア ンテ ィゴネは現在の己を取 り巻 く状況に絶望 している (ト10).

己の出生 を呪 うときもある (857ff.). 彼女には婚約者ハ イモンという存在

があるけれ ども, しか しその存在 は彼女 を生の方向へ向ける力 としては一向

に作用 しな い. 彼女がポ リュネイケスの死 を契機に死 を望んでもおか しくな

い状況が, ここにはある. 兄の死及びその埋葬 は単なるきっかけにすぎない.
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彼女 は己のために己の人生を清算 したいと思 うのであるく27㌦ 誤解 を恐れず

に言えば, 彼女はポ リュネイケスを愛 して いな い. それが証拠に, ポ リュネ

イケス とエテオクレスの立場が逆 になった場合 でも彼女はポ リュネイケスを

愛 したろうか.甚 だ疑問である. 彼女は彼 の死 (死せる彼ではな い !) を愛

したのだ. 彼の死 を契機 として己が死ねることを, しかも "立派 に.''死ねる

ことを(28). もちろんハ イモ ンな ど愛 してはいない(29㌦ いやハ イモ ンとポ

リュネイケスも愛 してはいるだろう. ただそれ以上 に己を愛 して いるのであ

る.彼女は, 兄のために死ぬと同時 に自らのためにも死ぬのである. 自殺こ

そその何よ りの証拠であろう.

しか しこのように見て くると/ 作者の意図は果 してどこにあったのか, も

う一度見直さぬばならな くなって くる. ｢神の法｣ の絶対性 の主張は, あれ

は嘘だったのか. 嘘ではない. ただ大きな一面であるとはいえ, そればか り

がこの劇の意味す るものではない. A.ボナールは ｢ソポ クレスの天才 と芸

術のもっとも著 しい特徴 のひ とつは, 登場人物 の一人一人の生を我々に じつ

に身近 に体験させ ることによ り, 彼 らが我 々のまえに立って語るとき, みな

それぞれ正 しいと思わせずにはおかない点 にある｣ (38)と言 うが, これは一

人の登場人物がみせる複数の相貌 についても言えるこ､とではないか｡ ア ンテ

ィゴネは決 して一面的ではない. さまざまな顔 をみせ るのである. そ してそ

のそれぞれがそれぞれの存在感を与 える. われわれにはそれが皆はん とうと

思えるのである. 第 2エペイソデ イオンで, クレオンとア ンティゴネの両者

はそれぞれ ｢人の法｣, ｢神の法｣ を主張 して対立す る｡ しか しそれは単 に

純粋なイデオロギーの対立 とのみ とられるべきではな い. そこには現世的付

随物が いろいろと付着 している. ふた りの対立 にはそ うした眼に見えぬ表面

下の暗蹄もあるのである.

アンティゴネは決 して ヒロイズムに酔 った跳ね上 りではない. 跳ね上 って

殉教者 という臭 いお芝居 をしようとしているわけではない. もっと現実的で

ある. 打算 はあるが, しか しその死 の意志 は其撃である. 彼女は埋葬 し死ぬ

ことによって, 兄ポ リュネイケスを救い (死者への儀礼), 己を救 い (利得
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と名声), クレオ ンを貝乏めん とした (家柄への鈴持) (3日｡ それが最後 まで

死に執着 した理 由である.

アンティゴネの死はまたさらにふたつの死 を招 く｡ ハイモ ンとエウリュデ

イケそれぞれの 自殺である. このふたつの死はクレオ ンに大きな打撃 となる.

彼は滅びてゆく. これ をもって ｢神の法｣の勝利, ｢人の法｣の敗北 と言 う

は易 い. しか しこのふたつを秤にかければ前者のほうが重 いに決 まっている.
f

そして元来前者 は後者の後楯 とな りこれ を補佐 し擁護するものではあっても,

決 して互いに対立 しあうものではないはずである(32). クレオンは,決 して

｢神 の法｣ と対立 しているつもりはない. 共同体のために戦 った者を過 し敵

対 した者を前するのは, 彼の考えでは ｢神の法｣に則 ったものなのである.

ただ この考 えを, 彼は最後になって変えて しまった. 彼はアンテ ィゴネ同様,

その頑迷さを最後 まで保持すべきであった. ハイモ ンの死後,彼 は ｢今 こそ

悟った (1292)｣ と言 う.悟 ってはならなかったのに. だが息子 と妻の死は

あまりに重かった. ふた りの死ののち彼 は急速 に堕落 し, われわれの興味 と

同情 を失ってゆく. アンティゴネは死 して英雄 となるが, クレオ ンは生 きて

汚辱の徒 となる. 自らに謄ける頑迷 さが足 らなかったがために. その怒 り易

い気質など, 彼 を破王威に導いたものは多 い. だが自らに謄 ける頑迷 さが足 ら

なかったことこそ, その破滅の最大因ではないか. それは 自らの弱さに敗れ

たと言 うのが正 しい.

では彼は どう対処すべ きだ ったのか. ただひ と言 ｢これでよし｣ と言 うこ

と, それだけでよかったのだ. それは, これが政治 というものなのだ, 妻子

を犠牲 にしたが, しか しおれ は国を救 ったのだ, という意味である. それが
し.

彼の頑迷さの帰結であ り, また政治 を行 う者の当然の態度であるはずである.

このひ と言で彼はアンティゴネの死に充分対抗 し得たはずである. しか し作

者ソポクレスにはクレオ ンをそう措 く意図はなかったようである. だが また

そうだからといって, このような結未か らこの劇を ｢神の法｣を全的に担 っ

たアンティゴネのクレオ ンに対す る勝利 を歌 いあげたもの と安易 に解す るこ

とはできな い. 上 に述べたのはそのことであった.
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註

(1) これ はアンティゴネの, 妹 イスメネに対する死の勧誘である. 埋葬

すれば必ず死罪 になる ことを明 らかに した上での協力要諦 であるのだか ら.

アンテ ィゴネは, ポ リュネイケスの死を契城 に父オイデ ィプスに端 を発する

一家の汚辱の歴史 をここで清算せん と思慮 したかの如 くである. いずれにせ

よ, 劇は冒頭か ら死の匂 いに満ちている.

(2) 第 1の埋葬 は夜明け直後, 第 2のそれは ｢日輪が中空にかか｣ る頃

というか ら, ほぼ真昼 とみてよい.

(3) Cf.S.A.Adams,TheBurialofPolyneices,⊆旦45(1931),pp.110-

ll,I.Furguson,ACompaniontoGreekTraged.V,Lo-ndon&Austin,1972,

pp.168-69,a.比cCall,宣旦墨22(1972),pp.103-17(未見).

(4) Adamsは 『オイディプス王』1258行以下 ｢狂 ったあの方 (オイディ

プス)にどなたか神 さまが道 を示 された....｣ を, ここと矯似の神の介入の

例 として挙げる. Cf.art.cit.,p.111. Kittoは, 劇 中の現象 をあ ま りに

人間の眼か ら現実的合理 的に解釈 しすぎる傾 向を劇の本質 を見失 いかねない

'として戒める. と同時 に, だからといって人間的要素 を無祝せ よというわけ

で娃な く, いわばバラ ンスの とれた解釈が必要 である とす る. Cf.H.I).F.

Kitto,Formand斑eaninginDrama,沌ethuen,London,1956,p.154.

(5) ｢お供え｣ とまで訳 す のは訳 しす ぎかも しれな い. 規定 どお りの埋

葬儀式 を済 ませた との意 である.

(6) Cf.W.H.D.Rouse,TheTwoBurialsin Àmtigone',⊆塁25(1911),

pp.40-42｡

(7) イス メネは単 に アンティゴネの引 き立 て役にすぎな いとす る説が多

い. 例えば, Ticho Yon Wilamowitz一班oellendorff, Die dramatische

TechnikdesSoDhokles,Weidmann,1969(1917), S.41, Kitto,qp.q_it.,

p.159｡これ に反対するのは, R.P.Winnington-Ingram,Sophocles.AnIn-

terDretation,CambridgeU.P.,1980,p.136, W.J左kel, DieExposition
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inderAntigonedesSophokles,Gy叫aSium68(1961),S.41な ど.

(8) Cf.i.Campbell(ed.),SQphoQles,vol.1,01ms,Hildesheim,1969

(1879),ad536.

(9) Cf.Campbell, op.°it.,ad558. 但 し Campbellは 536行 の内容

の繰 り返 しとす るほうが よいとしている. Jebbはこれ を第 1埋葬 に参加 し

なかったものの, 姉の行為に同情す る点で精神的な同罪者 である と解釈する.

Cf｡求.Jebb,Sophocles,Ⅲ,Antigone,Cambridge,1928(1888),ad558.

(10) 両方の埋葬 をいずれもアンティゴネの行為 とする評家は多 い. G.H.

Gellie, ∫.E.G.Whitehorne,A.0.Hulton,II.L.Rouse,H.D.F.Eitto,A.A.

Flickinger,I.朋essener,K.W.放eiklejohn,Ⅰ.Errandoneaら.

(ll) Jebb,op.°it.,ad429.また Tovarも同様 に仕残 した濯真 の儀 を

することを理由に挙げる.Cf｡A.Tovar,S6foclesAntijgona,斑adrid,1962,

ad429.

(12) 川 島垂成 『ギ リシャ悲劇の人間理解』新地書房, 昭和 58年, 104,

105貢参購. また Campbell,op,C亘.,ad43, ∫.C.Xanerbeek,

of__89phocles,Ⅲ,Leiden,E.J.Brill,1978,ad43.

(13) これの弁 明として, 濯桑 に必要な葡萄酒は夜間貯蔵庫 に保管 されて

いて簡単に取 り出せず, 世の引き明けの第 1埋葬には間に合わなかった とい

うようなことも, 考え られな いではない (Kitto, QB,_:Sit., p.156. 但 し

Kittoはこれを肯 定 して いるのではない). しか しこれは, 劇中の事象のす

べてを辻連が合 うように考えたいわれ ら現代読者, あるいは古今 を問わぬ書

斎派 の悪癖 であって, ここか らは劇 の正 しい解釈は生 まれ てこぬであろう.

また で.Ⅴ.Wilamowitzは, 作者 は舞台外 の出来事を矛盾せぬよう正確 に意味

づけるような ことは して いな い, 裏の事件 の詮索よ りその ときどきの舞台上

の出来事のほうを重要視 して いるのだ と喝破 している. Cf｡T.Ⅴ.Wilamowitz,

op.cit" S.21,34.

(14) Cf｡ap__.Cit.,p.152.

(15) これはのちのア ンテ ィゴネの主張する ｢神 の法｣ に対す る彼の態度
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とも関係す るが, 彼は神の行為,神の法そのものに反対す るのではない｡ 神

がそんなこと (悪人を助 けること)をするはずがない, 悪人 を助 けるのが神

の行為であるはずがな い, と言っているのである.

(16) のちの, 息子ハイモ ンとの対決場面で言及される ｢男尊女卑｣,

｢長幼の序｣の強調 と並んで, この金銭感覚はクレオ ン像 の本質 をなすもの

と言ってもよいであろう. Funkeは, 人間の行為を金銭欲 を第 1にして認識

しようという狭小で盲 目的な態度 こそ彼の破滅の遠因である という. Cf.H:

Funke,EreonApolis,Antikeu.Abendland12(1966),S.35.

(17) 第 1埋葬 はプロロよスの前にすでになされていた という説がある.

Errandoneaがこれ を唱える. これより前彼女 は埋葬 に出掛 けたが, 一人で

はとうてい手に負えぬ ことを知って妹に助力を求めに館へ帰 ってきた. そこ

からプロロゴスが始 まるというわけである. これは, 第 1埋葬の時期 をプロ

ロゴス以後 と既定事実のように考 えているわれわれには意表 をつかれ る, そ

してまた検討を要する問題提起であると言えよう. その是非 はさておき, た

とえそうだ としても, 第 2埋葬がアンティゴネの命を賭 しての行為であった

という点では, われわれの見解 と異なるところはないであろう.Cf.Ⅰ｡S.Ⅰ.

Errandonea, Sol_foQie_写_,__investigac_10neSSObre_1旦__e_StruCtura_卓ram左t阜ca

de_____slI_S__SietQ_trag革diasysQ_bre_1apersonalidad__deBus_qQrQ墨,Esceli-

cer,S.A.,Madrid,1958,_p.92.

(18) この間題 は,T.V.Wilamowitzの言うような劇構成, 劇 の存立 の点

からのみ論 じ尽 くすことはできな いであろう. アンティゴネが戻 ってきた,

すなわち作者が 2度の埋葬 を設定 したことにはもちろん劇構成上 の問題が大

きく関わっているが, そこにはまたアンテ ィゴネという人物 の性格も関わっ

ていることが指摘 されねばな らな い. この点は Rouseの言 うとお りである｡

但 し, Rouseは第 2埋葬 との関連 でアンテ ィゴネの性格をその ｢強さ｣ にの

み求めようとするが, 逆 に第 1埋葬 と関わ るその ｢弱 さ｣がもっと指摘 され

て然るべきではないか. Cf.T.V.Wilamowitz, _Q_p._Cit., S.33-34, ∫.L.

RolユSe, TheProblem̀oftheSecondBurialinSophocles'Antigone, G1
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47(195ト2),pp.220-21.

(19) 492,531行でクレオ ンは館内のイスメネの行状を描写 している. そ

こでイスメネだけが触れ られていてアンテ ィゴネの情報が欠落 している点か

ら, 却って アンティゴネ が館内にいなかった とも推定できる. Cf.T.V.

Wilamowitz,op.qiL,S.33. もちろんいたかもしれない. その場合 は, 彼

女の情報は舞台上の事件 と無関係 とみなされて省格 されたのである. だが こ

れは単純に無関係 とも言えな い｡ 彼女の消息は観客 も気になっていたはずで

ある.

(20) Rouseは第 2埋葬へ赴 くア ンテ ィゴネに ｢強 さ｣を求めようとする.

それは,性格の強 さ, 餐, 忠誠心の強さ, 家族愛, 兄の埋葬への義務感の強

さである.Rouse,art.cit.,p.221また註(18)参照｡ しか し理 由はそれだ

けではない｡_ここに挙げたような現実的理 由も介在 しているのである.

(21) かの Goetheをはじめとして W.Schmid, C.H.Whitman, D.L.Page

ら. そのまま認 めようとす るのが G.Eaibel,T.V.Wilamowitz,C.皿.Bowra,

Errandoneaら. Kittoは, アンテ ィゴネの言辞に一貫性 を求めようとする

のは無 いものねだ りであると一蹴する.Cf.Kitto,op.cit.,pp.170-71,

(22) この合唱隊の言葉は ｢神 の法｣を主張するアンテ ィゴネに対 して言

われたものである. この ことは ｢神 の法｣思想が合唱隊には一顧だにされて

いないことを示 している. 彼女のせ っか くの高遠な主張が さっぱ り効果ない.

松永雄二 ｢劇 "Amtigone"の統一性 につ いての一つの覚書 ｣ 『西洋古典学研

究』 Ⅳ, 岩汲書店, 昭和 31年,20貢,殊に註(28)参照.

(23) ここでも どこでも, 劇中アンテ ィゴネはその行動 に関 して婚約者の
ヽ . .

ハ イモ ンに相談す ることは-切ない. その名は口の端 にす ら上が らない. 舞

台上ではすれ違 って遭 うこともない. この ことは象徴的である. すなわち,

埋葬 を決意 した ときか ら生につながるハ イモンとの関係 を, 彼女は自ら断ち

切っているのである.

(24) Cf.D.A.Hester,SophoclestheUnphilosophical,凹nemosyneⅣ.

24(1971),p.33.
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(25) 川島は, 幸せ に生き延びるアンテ ィゴネを醜悪と評 し, そのような

アンティゴネは存在 しないという. 川島, 上掲書,118貢参照. ただ しか し

これだけでは彼女 の自殺は説明されないであろう.後述するように, 己の宇塊

惑さを払拭すると同時に, それはクレオ ンへの打撃 を意図 したものと考え ら

れねばならない.

(26) クレオンのほ うでもこうした雰囲気を薄々感 じていたらしいことは,

アンティゴネ, イスメネのか弱い姉妹 を本気で敵に算え入れ るというその言

動 (531-35)か ら推測 される.

(27) 竹部もア ンテ ィゴネの死の問題 を (アヌイの 『アンチゴーヌ』 と比

較 しながら) 次のように言 う, ｢さまざまの恵の中にいる enpolloisin

kakoisくらいな ら, む しろ死の方が利益 kerdosであると言うアンチゴネ

-の表明の中に, この世間の不純 さに叛逆 し絶望 し, 死を決意す るフラ ンス

のアンチゴーヌの原型が見出せないか? ギリシアのアンチゴネ-も別の言

葉で, この世界 を拒絶 しているのだ. そのための手段 として神の法や埋葬が

持ち出されているのではないか｣ と.竹部琳昌 ｢アヌイの 『アンチゴーヌ』

における問題性 ｣ 『同志社大学人文学』, 第 116号 (23),1970年.

(28) これの傍証 として次のものを挙げておきた い. ｢も しポ リュネ イケ

ース埋葬の禁止令がなければ, アンティゴネ-は他の禁 を破 って, 死 を求

めたにちが いな い｣. 毛利三爾 ｢アンティゴネ-私見 - 英雄的性格の孤高

さ - ｣ 『ギリシャ悲劇研究』 2, 昭和 34年,90頁.

(29) ハ イモ ンへの愛 を語 る唯一の章句 とされる 572行 は写本 どお りイス

メネの台詞 として読む. またそうすれば一行対話 stichomythiaの約束 を破

らず とも済む.

(30) A.ボナール (岡, 田中訳) 『ギ リシア文明史』 Ⅱ, 人文書院, 描

和 50年, 33頁参照.

(31) ア ンテ ィゴネは死ぬ こt:によってテーパイというポ リス を積れから

救 ったのだ とす る説がある. しか しこれは結果 としての話 である. 彼女 にそ

の意図があったわけではない. これにつ いては, 岡道男 ｢アンテ ィゴネ とク
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レオ ン｣ 『古代文化』第 38巻 第 7号, 昭和 61年,4-5貢参照.

(32) このことはギ リシアの思想家たちの言説に しばしば見 られるところ

であ る. た とえばプラ トン 『法律』7.793a, トウキュデ イデス 『歴史』2.

37.3など｡ 桧永,上掲書, 18真参照｡
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